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今季
労使交渉・
協議の動向
と特徴

大
手
は
昨
年
に
続
き
二
％
半
ば
の

賃
上
げ

　

今
春
の
賃
上
げ
を
中
心
と
し
た
労
使
交

渉
・
協
議
は
二
〇
一
四
年
春
に
続
き
、
経
済

の
好
循
環
実
現
に
向
け
た
二
度
目
の
政
労
使

の
合
意
を
受
け
て
展
開
し
た
。
最
大
の
ヤ
マ

場
と
な
っ
た
三
月
一
八
日
の
大
手
企
業
の
集

中
回
答
日
に
は
、
昨
年
よ
り
も
高
い
水
準
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
賃
金
改
善
の
回
答
が
目

立
っ
た
。

　

経
団
連
が
四
月
一
六
日
に
発
表
し
た
「
大

手
企
業
業
種
別
回
答
状
況
」
の
第
一
次
集
計

（
対
象
六
二
社
）
に
よ
る
と
、
ベ
ア
・
賃
金

改
善
と
定
期
昇
給
相
当
分
を
あ
わ
せ
た
賃
上

げ
は
八
五
〇
二
円
（
二
・
五
九
％
）
で
、
引

き
上
げ
率
で
は
一
九
九
八
年
以
来
、
も
っ
と

も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
（
Ｐ
34
参
照
）。

昨
年
実
績
を
額
で
一
一
三
二
円
、
率
で
〇
・

三
一
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
上
回
っ
て
い
る
。

業
績
好
調
な
自
動
車
（
一
四
社
）
が
九
八
三

五
円
（
二
・
九
一
％
）
と
な
る
な
ど
、
全
体

を
牽
引
し
た
。
こ
の
結
果
、
大
手
企
業
で
は

二
％
半
ば
の
賃
上
げ
と
な
る
こ
と
が
確
実
な

情
勢
に
な
っ
た
。
賃
上
げ
が
二
％
台
に
乗
る

の
は
二
年
連
続
と
な
り
、
定
期
昇
給
相
当
以

2015年春季労使交渉の動向
――賃金上昇による好循環の継続へ

2015年春の労使交渉は、企業業績の向上によって雇用と所得が改善し、それが消費の増加につながる、いわゆる「経済
の好循環」の実現に向けた二巡目の取り組みとなった。安倍政権下で発足した政労使会議が昨年末に確認した賃金の上
昇等に向けた合意が交渉・協議の下支えとなるなか、主要企業の賃上げは昨年実績を上回り、中小・非正規にも賃上げ
の裾野の広がりをみせている。特集では、今季交渉の動向を追いつつ、その特徴を描出する。

金属集中回答日には多くの取材記者が金属労協本部に詰めかけた（３月18日）
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外
の
ベ
ア
・
賃
金
改
善
を
含
む
二
巡
目
の
賃

上
げ
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

相
場
リ
ー
ド
役
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
回
答
を
み
る
と
、
日
産
の
前
年
比
一
五
〇

〇
円
増
を
筆
頭
に
ト
ヨ
タ
が
同
一
三
〇
〇
円

増
な
ど
、
昨
年
同
額
の
回
答
と
な
っ
た
三
菱

自
動
車
を
除
い
て
、
昨
年
の
賃
金
改
善
実
績

（
八
〇
〇
～
三
五
〇
〇
円
）
に
七
〇
〇
～
一

五
〇
〇
円
上
積
み
し
て
、
決
着
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
動
車
に
加
え
、
大
手
の
相
場
形
成

に
影
響
を
及
ぼ
す
、
電
機
メ
ー
カ
ー
労
使
の

交
渉
は
、
す
べ
て
の
組
合
で
昨
年
実
績
に
一

〇
〇
〇
円
上
積
み
し
た
水
準
改
善
三
〇
〇
〇

円
の
統
一
回
答
で
折
り
合
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
う
し
た
相
場
感
が
他
の
大
手
企
業
に
波
及

し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

四
月
一
六
日
に
開
か
れ
た
経
済
財
政
諮
問

会
議
で
榊
原
定
征
・
経
団
連
会
長
は
「『
経

労
委
報
告
』
の
内
容
、
今
年
の
労
使
交
渉
に

対
す
る
社
会
的
な
期
待
の
大
き
さ
な
ど
も
考

慮
し
、
ま
た
、
政
労
使
会
議
の
合
意
事
項
も

考
慮
し
な
が
ら
、
企
業
経
営
者
が
思
い
切
っ

た
決
断
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
大
手
に
お
け
る
二
年
連
続
の
賃

上
げ
の
背
景
と
し
て
、
二
回
目
と
な
っ
た
政

労
使
会
議
に
お
け
る
取
り
組
み
事
項
の
確
認

が
大
き
な
意
味
合
い
を
も
っ
た
。
賃
金
の
上

昇
に
よ
る
消
費
の
拡
大
と
い
う
好
循
環
を
継

続
的
な
も
の
と
し
、
デ
フ
レ
脱
却
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
企
業
収
益
の
拡
大

を
賃
上
げ
や
設
備
投
資
に
結
び
つ
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
の
文
書
を
昨
年
一
二
月
に
確

認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
経
営
側
に
つ
い
て
は

賃
上
げ
に
向
け
た
最
大
限
の
努
力
を
図
る
と

と
も
に
、
今
回
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

消
費
税
増
税
の
影
響
、
円
安
な
ど
に
よ
る
取

引
企
業
の
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
等
を
踏
ま
え

た
価
格
転
嫁
や
支
援
・
協
力
に
つ
い
て
総
合

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

集
中
回
答
日
の
結
果
を
受
け
た
榊
原
経
団

連
会
長
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、「
収
益
の
拡
大
を

従
業
員
へ
適
切
に
還
元
し
て
わ
が
国
経
済
に

貢
献
す
る
と
の
企
業
の
姿
勢
を
明
確
に
表
し

た
」
と
す
る
一
方
、「
好
循
環
の
二
巡
目
を
力

強
く
回
す
原
動
力
と
な
る
と
確
信
す
る
」
と

の
見
解
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、後
続
の
中
堅
・

中
小
に
お
け
る
交
渉
・
協
議
に
向
け
て
、「
労

使
で
真
摯
な
話
し
合
い
を
重
ね
、
自
社
の
成

長
と
経
済
の
好
循
環
へ
の
寄
与
に
つ
な
が
る

よ
う
な
前
向
き
な
対
応
を
期
待
す
る
」
と
の

考
え
を
示
し
て
い
る
。

　

デ
フ
レ
脱
却
と
い
う
マ
ク
ロ
経
済
へ
の
貢

献
・
寄
与
と
い
う
面
を
昨
年
以
上
に
明
確
に

し
た
姿
勢
が
、
大
手
の
増
額
回
答
を
促
し
た

と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
が
中
小
企
業
や
非
正
規
の

処
遇
改
善
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
か

が
最
大
の
関
心
事
と
な
る
。

連
合
集
計
は
六
六
七
〇
円 

（
二
・
二
四
％
）

　

一
方
、
連
合
（
古
賀
伸
明
会
長
）
が
四
月

一
六
日
に
発
表
し
た
大
手
の
ほ
か
中
堅
・
中

小
企
業
を
含
む
賃
上
げ
集
計
で
あ
る
二
〇
一

五
春
季
生
活
闘
争
の
第
四
回
回
答
集
計
（
一

四
日
時
点
）
に
よ
る
と
、
定
期
昇
給
相
当
分

を
含
む
回
答
水
準
は
、
前
年
同
時
期
を
〇
・

〇
七
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
六
六
七
〇
円
（
二
・

二
四
％
）と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
や
賃
金
改
善
な
ど
の
形
で
回
答
が

あ
り
、賃
上
げ
分
が
明
確
に
分
か
る
組
合（
一

四
一
八
組
合
、
約
一
七
〇
万
人
）
を
集
計
す

る
と
、
回
答
水
準
は
七
二
〇
五
円
（
二
・
三

九
％
）
と
な
る
。
う
ち
定
昇
相
当
分
を
含
ま

な
い
賃
上
げ
分
は
二
〇
五
六
円
（
〇
・
六

七
％
）。
こ
れ
を
前
年
の
同
一
組
合
の
実
績

と
比
較
す
る
と
七
一
一
円
（
〇
・
二
〇
ポ
イ

ン
ト
）
ア
ッ
プ
し
て
い
る
（
Ｐ
34
参
照
）。

　

自
動
車
・
電
機
の
前
年
実
績
比
一
〇
〇
〇

円
前
後
積
み
増
し
の
賃
上
げ
相
場
が
波
及
し

て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

規
模
別
に
み
る
と
三
〇
〇
人
以
上
（
八
九

九
組
合
・
一
九
九
万
人
）が
六
八
三
八
円（
二
・

二
六
％
）
増
、 

三
〇
〇
人
未
満
（
一
六
八
八

組
合
・
一
七
万
人
）
が
、
四
九
二
八
円
（
二
・

〇
一
％
）
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
前
年

と
比
べ
る
と
三
〇
〇
人
以
上
が
三
〇
四
円
・

〇
・
〇
七
ポ
イ
ン
ト
増
、
三
〇
〇
人
未
満
が

二
七
七
円
・
〇
・
一
〇
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
る
。

前
年
比
の
増
加
幅
を
み
る
と
、
三
〇
〇
人
未

満
の
方
が
賃
上
げ
率
で
三
〇
〇
人
以
上
を
若

干
上
回
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
連
合
は
「
回
答
引
き

出
し
組
合
数
、
金
額
と
も
前
年
同
時
期
、
前

回
集
計
を
上
回
っ
て
お
り
、
賃
上
げ
の
流
れ

が
継
続
し
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

課
題
は
中
小
へ
の
波
及
―
―
賃
上

げ
実
施
・
予
定
企
業
が
拡
大

　

日
本
商
工
会
議
所
は
三
月
三
一
日
、
三
月

中
旬
に
実
施
し
た
全
国
の
中
小
企
業
へ
の
調

査
で
、
二
〇
一
五
年
度
に
賃
上
げ
を
予
定
し

て
い
る
企
業
が
四
三
・
八
％
で
、
昨
年
一
二

月
の
前
回
調
査
よ
り
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
伸
び

て
い
る
と
発
表
し
た
。「
賃
金
を
引
き
上
げ

る
予
定
」
の
企
業
を
業
種
別
に
み
る
と
、
製

造
業
が
五
一
・
二
％
で
ト
ッ
プ
、
次
に
人
手

不
足
に
悩
む
建
設
業
（
四
六
・
三
％
）、
サ
ー

ビ
ス
業
（
四
五
・
五
％
）
の
順
と
な
る
。
賃

上
げ
の
内
容
は
、
定
期
昇
給
が
八
七･

四
％
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
二
〇･

五
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
三
村
明
夫
会
頭
は
四

月
二
日
に
「
大
企
業
の
春
闘
交
渉
を
受
け
、

中
小
企
業
に
も
じ
わ
じ
わ
広
が
っ
て
い
る
」

と
コ
メ
ン
ト
。
賃
上
げ
の
背
景
と
し
て
、
人

材
確
保
の
た
め
に
雇
用
条
件
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
や
、
円
安
に
よ
る
輸
出
増
と

大
手
企
業
の
国
内
生
産
の
拡
大
も
中
小
企
業

の
賃
上
げ
機
運
を
つ
く
っ
て
い
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
家
同
友
会
（
会
員
企
業

四
万
三
〇
〇
〇
社
）
が
四
月
八
日
に
発
表
し

た
二
〇
一
五
年
度
の
賃
上
げ
予
定
に
関
す
る

会
員
企
業
調
査
（
集
計
一
〇
五
五
社
）
に
よ

る
と
、三
月
段
階
で
賃
上
げ（
定
昇
を
含
む
）

を
決
定
し
て
い
る
企
業
（
一
七
・
四
％
）
と

予
定
し
て
い
る
企
業
（
四
〇
・
四
％
）
は
合

わ
せ
て
五
七
・
八
％
と
半
数
を
大
き
く
超
え

て
い
る
。

　

た
だ
し
、
昨
年
末
の
調
査
と
比
べ
て
大
き

な
変
化
が
な
い
た
め
、「
賃
上
げ
は
力
強
い
広

が
り
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、

人
手
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
建
設
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
他
業
種
よ
り
高
い
「
四
％

連合と経団連は１月29日に懇談会を開き、2015の春季労使交渉がスター
トした（手前が経団連側）
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以
上
」
の
賃
上
げ
を
実
施
・
予
定
す
る
企
業

が
多
く
、
さ
ら
に
一
～
三
月
期
に
赤
字
と

な
っ
た
企
業
で
も
約
四
割
が
賃
上
げ
を
決

定
・
予
定
し
て
い
る
。
人
材
の
確
保
・
維
持

に
向
け
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
賃
上
げ
は

決
断
が
迫
ら
れ
る
大
き
な
経
営
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
。

四
七
・
一
％
の
企
業
が
ベ
ア
を 

実
施
―
―
財
務
局
調
査

　

さ
ら
に
財
務
省
が
四
月
二
二
日
に
発
表
し

た
「
賃
金
の
動
向
」
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

二
〇
一
五
年
度
に
ベ
ア
を
実
施
す
る
企
業
は

四
七
・
一
％
に
の
ぼ
り
、
昨
年
度
の
四
一
・

八
％
か
ら
五
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
各
財
務
局
が
管
内
の
企
業
を
対

象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
も
の
で
（
対
象
は
全

国
の
一
三
七
二
社
、
三
月
中
旬
か
ら
四
月
中

旬
に
実
施
）、
賃
上
げ
実
施
企
業
の
中
で
ベ

ア
を
実
施
す
る
企
業
の
規
模
別
割
合
は
、
大

企
業
五
八
・
五
％
、
中
堅
企
業
四
五
・
八
％
、

中
小
企
業
四
二
・
二
％
と
な
り
、
中
堅
・
中

小
で
も
ベ
ア
を
実
施
す
る
割
合
が
昨
年
よ
り

も
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
二
〇
一
五
年
度
に
賃
上
げ
を
行
う
企

業
の
割
合
は
九
二
・
六
％
（
態
度
未
定
、
無

回
答
除
く
）
に
達
し
、
一
三
年
度
の
八
五
・

〇
％
（
無
回
答
除
く
）、
一
四
年
度
の
九
一
・

九
％
（
同
）
と
、
年
々
そ
の
割
合
は
上
昇
し

て
お
り
、「
賃
金
引
き
上
げ
の
流
れ
が
続
い
て

い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
後
押
し
す
る
た
め
、
四

月
二
日
に
開
か
れ
た
「
経
済
の
好
循
環
実
現

に
向
け
た
政
労
使
会
議
」
で
、「
価
格
転
嫁
や

支
援
・
協
力
に
つ
い
て
の
取
組
策
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組

策
」
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
政
府
は

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
増
加
に
伴

う
価
格
転
嫁
対
策
に
つ
い
て
、
政
府
の
対
応

を
強
化
し
、
さ
ら
に
経
済
界
に
対
し
て
も
、

原
材
料
費
や
需
要
の
変
動
に
伴
う
損
益
の
分

担
方
法
を
発
注
元
と
取
引
先
が
予
め
合
意
す

る
こ
と
な
ど
を
要
請
す
る
（
ト
ピ
ッ
ク
ス
Ｐ

40
参
照
）。

　

こ
う
し
た
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
中

小
に
お
け
る
賃
金
決
定
に
当
た
っ
て
も
少
な

か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

同
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
鶴
田
欣
也
会
長
は
席
上
、
中
小
企

業
が
賃
上
げ
を
行
う
た
め
に
は
、
適
正
な
価

格
転
嫁
が
進
み
、
企
業
収
益
が
改
善
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

高
水
準
回
答
の
背
景
に
人
手
不
足
が 

―
―
非
正
規
雇
用
で
も
積
極
的
賃
上
げ

　

か
つ
て
の
春
季
賃
上
げ
交
渉
で
は
パ
タ
ー

ン
セ
ッ
タ
ー
役
の
自
動
車
、
電
機
な
ど
の
回

答
を
皮
切
り
に
、
他
産
業
、
中
小
に
波
及
し

て
い
く
と
い
う
の
が
流
れ
だ
っ
た
が
、
今
回

は
サ
ー
ビ
ス
業
や
流
通
・
小
売
、
建
設
、
情

報
通
信
な
ど
人
手
不
足
に
直
面
す
る
産
業
を

中
心
に
、
早
目
か
つ
高
目
に
、
積
極
的
な
賃

上
げ
回
答
を
示
す
と
い
う
新
た
な
現
象
が
現

れ
た
。

　

人
手
不
足
だ
け
で
な
く
人
材
争
奪
戦
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
交
通
・
運
輸
関
係
で
も
早

期
解
決
の
動
き
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
都
市

銀
行
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
賃
上
げ
が
実

施
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
今
年
は
地
方
銀
行
で
も
賃
上
げ
に
踏
み

切
る
動
き
が
出
て
い
る
。
損
害
保
険
大
手
で

は
ほ
ぼ
二
〇
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
が
実
施
さ
れ

る
予
定
だ
。
こ
こ
に
も
優
秀
な
人
材
を
確
保

す
る
た
め
に
処
遇
改
善
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
と
い
っ
た
事
情
が
あ
り
そ
う
だ
。
こ
の
よ

う
に
、
人
手
不
足
が
さ
ら
に
後
押
し
す
る
格

好
で
、
賃
上
げ
の
流
れ
が
昨
年
よ
り
広
が
り

つ
つ
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
今
季
労
使
交
渉
の
も
う
一
つ
の

特
徴
と
し
て
、
パ
ー
ト
・
契
約
社
員
と
い
っ

た
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
積
極
的
な
賃
上

げ
回
答
が
あ
る
。
こ
の
背
景
に
も
人
手
不
足

が
あ
る
。

　

組
織
人
員
一
五
〇
万
人
の
う
ち
半
数
を

パ
ー
ト
な
ど
の
短
時
間
組
合
員
が
占
め
る
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
集
計
（
四
月
一
日
時
点
）
で

は
、
パ
ー
ト
に
つ
い
て
妥
結
し
た
約
三
九
万

人
の
加
重
平
均
で
賃
上
げ
回
答
を
み
る
と
、

時
給
で
一
九
・
二
円
（
二
・
一
二
％
）
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
内
訳
は
制
度
昇
給
分
七
・
二

円
（
〇
・
七
九
％
）、
賃
上
げ
分
一
二
・
九

円
（
一
・
四
三
％
）
と
な
る
。
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
の
本
部
に
よ
る
と
、
時
給
を
月
額
換
算
す

る
と
一
六
〇
〇
円
程
度
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
正
社
員
へ
の
回
答
と
遜
色
な
い
レ
ベ
ル
の

回
答
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
非
正
規
雇
用

の
方
が
賃
上
げ
率
で
上
回
る
ケ
ー
ス
も
目
立

ち
、
妥
結
し
た
四
二
組
合
の
う
ち
三
五
組
合

で
賃
上
げ
率
が
正
社
員
を
上
回
っ
て
い
た
。

賃
上
げ
は
「
人
へ
の
投
資
」

　

今
季
交
渉
に
影
響
を
与
え
た
景
気
・
経
済

動
向
の
要
因
と
し
て
、
ま
ず
労
働
力
需
給
の

逼
迫
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
月
末
の
デ
ー
タ
を
み
て
も
、
有
効
求
人
倍

率
が
二
二
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
り
、
完
全

失
業
率
も
日
本
全
体
の
賃
金
が
低
下
を
始
め

る
前
の
一
九
九
七
年
当
時
の
水
準
（
三
・

四
％
）
ま
で
改
善
し
て
い
る
。
雇
用
情
勢
の

改
善
は
賃
金
上
昇
の
圧
力
に
な
る
こ
と
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
が
物
語
る
（
図
１
）。
労
働

力
需
給
が
逼
迫
し
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
前

半
で
中
小
の
賃
上
げ
率
の
方
が
主
要
企
業
を

上
回
っ
た
年
が
二
回
（
九
二
、
九
三
年
）
あ

る
。
有
効
求
人
倍
率
と
賃
上
げ
率
の
相
関
関

係
が
高
い
こ
と
が
過
去
の
例
か
ら
も
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
（
Ｐ
23
図
１
参
照
）。
こ

う
し
た
点
か
ら
も
、
労
働
力
需
給
の
逼
迫
が
、

中
小
の
賃
上
げ
に
さ
ら
に
影
響
を
与
え
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
現
在
は
、
二
〇
年

前
の
状
況
と
異
な
り
、
労
働
人
口
が
減
少
す

る
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。人
材
の
確
保
・

育
成
は
規
模
を
問
わ
ず
企
業
経
営
の
生
命
線

と
な
る
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

日
本
経
済
新
聞（
三
月
一
九
日
朝
刊
掲
載
）

が
実
施
し
た
主
要
企
業
経
営
者
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
（
回
答
一
〇
六
社
）
で
は
、
賃
上

げ
の
理
由
と
し
て
、
ト
ッ
プ
に
あ
が
っ
た
の

は
「
従
業
員
の
士
気
を
高
め
る
た
め
」（
五

一
％
）
だ
っ
た
。
次
い
で
、「
業
績
が
回
復
し

た
た
め
」（
二
七
％
）
と
「
景
気
に
配
慮
す
る

た
め
」（
二
六
％
）
が
ほ
ぼ
同
率
で
続
い
て
い

る
。
今
後
、
企
業
が
新
た
な
成
長
に
向
け
た

展
望
を
見
出
す
う
え
で
、
人
材
の
確
保
・
育

４月２日に開かれた政労使会議の模様（官邸ホームページから）
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成
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、賃
上
げ
を「
人

へ
の
投
資
」
と
す
る
方
向
性
が
労
使
間
で
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

支
払
い
能
力
の
改
善
も
背
景
に

　

ま
た
、
円
安
・
原
油
安
基
調
の
継
続
に
よ

る
交
易
条
件
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車

や
電
機
を
中
心
に
大
企
業
の
業
績
が
伸
び
て

い
る
こ
と
も
、
昨
年
以
上
の
賃
上
げ
波
及
を

も
た
ら
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
地
道
な
構
造
改
革

に
よ
る
効
果
が
現
れ
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
卸
・
小
売
り
な

ど
で
は
輸
入
原
材
料
の
価
格
の
上
昇
や
個
人

消
費
の
伸
び
悩
み
が
影
響
し
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
の
消
費
税
増
税
以
降
続

く
家
計
支
出
の
伸
び
悩
み
、
さ
ら
に
は
消
費

者
物
価
の
上
昇
に
賃
上
げ
が
追
い
つ
か
ず
、

二
〇
一
三

年
七
月
以

降
続
く
実

質
賃
金
が

名
目
賃
金

を
下
回
る

情
勢
を
い

つ
転
換
で

き
る
か
が
、

大
き
な
焦

点
と
な
る
。

こ
の
う
ち

実
質
賃
金

に
つ
い
て

は
、
賃
上

げ
率
が

二
％
半
ば

に
達
す
る

と
す
る
と
、

現
下
の
原

油
安
等
の

影
響
で
低

下
傾
向
に

あ
る
消
費

者
物
価
の

上
昇
率
を

ク
リ
ア
す

る
可
能
性

が
高
ま
る
。
そ
の
た
め
、
安
倍
首
相
は
三
月

一
六
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で
、
今
年
度
の

前
半
に
は
実
質
賃
金
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
労
使
会
議
を
通
じ

た
賃
上
げ
に
よ
る
経
済
の
好
循
環
へ
の
貢
献

と
い
う
共
通
認
識
の
醸
成
、
業
績
改
善
に
よ

る
支
払
い
余
力
の
拡
大
、
労
働
力
需
給
の
逼

迫
が
圧
力
と
な
り
、
賃
金
上
昇
の
流
れ
が
昨

年
以
上
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
こ
の
賃
金
上
昇
が
個
人
消
費
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
、
最
大
の
焦
点
と

な
り
そ
う
だ
。

今
季
交
渉
の
意
義
―
―
労
使
と
も

社
会
的
役
割
・
責
任
を
意
識

　

今
回
の
大
手
の
交
渉
経
過
を
み
る
と
、「
賃

上
げ
が
日
本
経
済
と
景
気
の
回
復
に
不
可
欠

な
も
の
」
と
の
認
識
が
労
使
双
方
に
浸
透
し

て
き
た
感
を
強
く
す
る
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
雇
用
の
安
定
・
維
持

が
労
使
に
と
っ
て
最
優
先
の
課
題
と
な
っ
た
。

加
え
て
日
本
経
済
の
再
生
に
と
っ
て
も
債

務
・
雇
用
・
設
備
の
三
つ
の
過
剰
の
解
消
が

至
上
命
題
だ
っ
た
。
リ
ス
ト
ラ
計
画
を
発
表

す
る
と
市
場
が
好
感
し
、
株
価
が
上
が
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
構
造
改
革
が
一
巡
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
大
手
の
賃
上
げ
回

答
に
対
し
て
、
株
式
市
場
は
逆
の
判
断
を
下

し
、
ト
ヨ
タ
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
な
ど
の
賃
上
げ
企
業

の
株
価
が
上
が
る
と
い
う
逆
の
現
象
が
う
ま

れ
た
。

　

大
手
の
交
渉
動
向
を
み
る
と
、
新
た
な
付

加
価
値
を
生
む
た
め
に
、
労
働
者
の
士
気
を

高
め
、
企
業
だ
け
で
な
く
経
済
を
再
生
さ
せ

る
方
向
性
に
つ
い
て
、
今
季
の
賃
金
交
渉
を

通
じ
て
労
使
の
ベ
ク
ト
ル
が
合
っ
て
き
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

政
労
使
会
議
や
昨
年
か
ら
の
労
使
交
渉
・

協
議
を
通
じ
て
、
日
本
経
済
を
縮
小
均
衡
か

ら
拡
大
基
調
へ
転
換
さ
せ
、
従
業
員
の
士
気

を
高
め
て
企
業
を
新
た
な
成
長
軌
道
に
乗
せ

る
た
め
に
も
、「
人
へ
の
投
資
＝
賃
上
げ
」
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
合
わ
せ
が
進

展
し
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
季
交
渉
・
協
議
は
長
期
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
と
い
う
意
味
か
ら
も
大
き
な
節
目
と
な

る
。
昨
春
以
上
に
労
使
間
で
賃
上
げ
が
経
済

の
好
循
環
に
つ
な
が
る
と
い
う
共
通
認
識
が

醸
成
さ
れ
、
労
使
と
も
に
社
会
的
な
役
割
・

責
任
を
よ
り
意
識
し
た
交
渉
が
展
開
し
た
結

果
が
、
こ
れ
ま
で
の
回
答
に
結
び
つ
い
た
と

み
る
こ
と
で
き
る
。

　

次
項
以
下
で
各
産
業
に
お
け
る
労
使
交
渉

の
動
向
や
回
答
結
果
を
報
告
す
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

棒グラフ 完全失業率 ％

折れ線 有効求人倍率 倍 目盛右 年～

％

完
全
失
業
率

有
効
求
人
倍
率

年

倍

図 1　完全失業率、有効求人倍率（1948 年～ 2013 年　年平均）


